











第三節　競争優位の CSR 戦略  　　　　　　　　
結び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Abstract
　The enterprises recently tend to incorporate the concept of the corporate social responsibility 
into their business strategy more and more. Accordingly, the CSR is considered as an 
important one of the factors in business strategy.
　First, we review the transition of the concept of the business strategy on the study of Hofer 
and Schendel. We present the theory of Michel Porter which forms the mainstream of the 
theory of the competitive advantage in the second chapter and finally, clarify his new theory 
of the competitive advantage which incorporates the concept of the CSR and examines the 
influences of the CSR on the business strategy of the enterprise.
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はじめに
　CSR の重要性は現代社会の中で高まっている。企業による CSR への取り組みは、「慈
善活動」であっても「慈善事業」ではない。すなわち、それは NPO など非営利企業の事
業ではないということであり、企業の営利活動の中で積極的に取り組むという意味から、



























































4 経営学史学会編 （2002）， p.198.
5 http://ja.wikipedia.org/wiki　2010.10.12
6 庭本佳和・藤井一弘 （2008）， p.80.
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7 Chandler Jr. （1962）， p.13. 有賀裕子訳 （2004）， p.17.
8 Ansoff  （1965）， p.121. 広田寿亮訳（1969）， p.150.




























































































13 経営学史学会編（2002）， p.198. 
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15 Ibid., p.4. 『同上書訳』, p.8.
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の競争優位の CSR 戦略の研究を通して確認していこう。ポーターは従来の CSR ＝受動的












かかわらず、CSR の外部基準と業務を照らし合わせると、企業全体として CSR の対応に
大きな抜け穴があるケースが多い20。CSR は企業の持続的な発展に不可欠であることを認






のような企業の CSR の取り組みは、受動的 CSR ＝守りの CSR と言われている。ポーター
は、受動的 CSR は二つの要素からなることを明らかにしている21。第一は、善良な市民と
18 Porter and Kramer（2008）， p.81. 村井裕訳 （2008）， p.40.
19 Ibid. p.83. 「同上訳」， p.41.
20 伊吹英子（2005）， p.11.
21 Porter et Kramer （2008）， p.85及び p.88. 村井裕訳 （2008）， p.47.
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営利活動の一環として CSR に積極的に取り組むという意味から、CSR はコストではなく、
戦略的投資として捉える必要がある。企業にとって、ビジネスの機会として CSR に取り
組むべきである。社会に大きなインパクトをもたらし、事業を大きく成長させるのは戦略


















Ibid., p.84.  「同上訳」， p.43.
24 「内から外への影響」および「外から内への影響」についての詳細は、Ibid., pp.86-87. 「同上訳」， 
pp.44-45.
図３−１　社会問題の分類
（出所） Porter and Kramer （2006）， p.85. 村井裕訳（2008）， p.11.
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